
2012年９月26日 

９月下旬の午後７時頃の星空です。月は９月26日の位置を表示しています。 

実際の空を見ながら星を探すときは見る方角を下にして見ます。 

月 

  あれほど続いた猛暑ですが、朝夕の涼しさや、さわやかな風に秋の気配が強くなっているのを感じます。

９月２２日は秋分の日でした。この日から昼より夜の時間が長くなっていきます。 

 星が見え始めた夜空には、意外にも夏の星座達が空高く輝いていますが、東からはペガスス（天馬）の

胴体にあたる「秋の四辺形」が姿を見せ始めます。北の空では、カシオペヤ座が北極星を探す見印となり、

逆に南に目を転じると、華やかだった夏の星座達と対照的に、みなみのうお座のα（アルファ）星フォーマ

ルハウトが寂しげに光っています。 

 そして９月３０日は中秋の名月です。秋の澄んだ空で輝く満月を、ご家族で楽しんではいかがでしょう。 

  

  

９月の星空 



ティコ 

※実際に天体望遠鏡で見ると、上下左右がさかさまに見えます。 

あれほど続いた猛暑ですが、朝夕の涼しさや、さわやかな風に秋の気配が強くなっているのを感じます。

胴体にあたる「秋の四辺形」が姿を見せ始めます。北の空では、カシオペヤ座が北極星を探す見印となり、

★月齢１０の月 
 今夜の月は月齢１０で、中秋の名月となる満月（月齢１５）まであと５日です。 

 月は表面の地形が肉眼でも見える唯一の天体ですが、小型の望遠鏡でも

明るくクレーターが多く見える部分（山脈）と、暗く平坦に見える部分（海）の

違いがよくわかります。 

  

☆いるか座 
 いるか座はわし座の東に位置する小さな星座ですが、小さなひし形が

意外と見つけやすい星座です。小さないながらもこの星座は、トレミーと

いう２世紀の学者が定めた４８星座のひとつですから、由緒正しい星座

ですね。 

 ひし形の先のあるγ（ガンマ）星を天体望遠鏡で見ると、4.5等と5.4等の

二つの星が並んでいるのが分かります。 

☆Ｍ１５ 
 ペガススの頭の先にある球状星団です。

たくさんの星が集まって小型の天体望遠

鏡でも美しい姿を楽しむことができます。 

γ星 

 星座の絵を重ねると、ちょっとユーモラスなイルカの姿が見

えてきます。ギリシャ神話に登場する海の神ポセイドンの使い

と伝えられています。 

次回の天文教室 
 日時   １０月２４日（水）１９時から２０時（受付１８時３０分から） 

 観察対象 Ｍ３１アンドロメダ大銀河ほか 

もっと星を楽しみたい？ こちらも注目！！ 

松江・安来広域連携事業 やすぎ子ども探検隊「星空観察会」 

 日時 １０月８日（月・祝日）１８時から（雨天中止） 

 場所 安来市広瀬町上山佐 山佐ダム「やまびこ」 

詳しくは「松江星の会」のホームページをご覧下さい。 

（URL http://matsueastroclub.web.fc2.com/index.html） 

ペガスス座 


